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学校のことをもっと知っていただく 

                       校長  飯 田 輝 雄 
 

これからの学校は、家庭・地域社会との関係をより強化して教育活動に取り組む必要があると言われて

います。それは、学校だけで子どもの生きる力を育むことが困難な社会になっているためです。また、住

民のつながりやコミュニティの形成などの地域活性化の中核機関として、学校に多くの期待が寄せられて

います。今までの傍観型・消極的な協力から行動型・積極的な協力が、地域の皆さんに求められることに

なります。これをコミュニティスクール構想といいます。全国各地の学校で取り入れられており、地域の

皆さんが学校の応援団として活躍する機会が増え、大きな成果を上げている事業です。 

本校では、できるだけ多くの教育情報を皆さん伝えるように取り組んできました。特別支援教育のあら

まし、学校行事の意義、学力を向上させるための取組、将来の教育制度改革の見通し、児童の学力・生活

状況などです。公教育である学校は、国の定めた学習指導要領をはじめとした法に従って教育活動を行っ

ています。その内容について、皆さんが知る機会は大変尐ないのではないかと思います。これまでの皆さ

んとの会話の中で質問されたことを思い出しながら、学校をもっと知っていただくための情報をお伝えし

ます。 

小学校は、年間に指導すべき授業時数が決まっており、学年で差がありますが、各教科・道徳・総合・

学級活動の合計で年１０００時間程度になっています。授業日数は２００～２０５日で、標準授業時数を

まかなっています。余った時間は学校行事（運動会や学芸会、儀式的行事等）や委員会活動・クラブ活動

の時間になります。朝学習、朝読書、長期休業中の学習会等は学校の自由裁量で行っています。また突然

の臨時休校に対応できるように、午前日課日を減らしたり、家庭訪問を夏休みにしたりして時数を多めに

確保しています。ちなみに長期休業は夏・冬合わせて年間５０日間（土日祝日含む）、春休みは３月２５

日から４月５日と決まっています。昔は学校行事の練習・実施に時間をとりすぎて、学業がおろそかにな

り、学力の低下を招いていました。過去の反省を踏まえて現在の教育課程を編成しています。 

教職員の勤務時間は、午前８時から午後４時３０分（校務補・校務生を除く）までです。超過勤務手当

はありません。一般企業は勤務時間中の昼休みに休憩時間をとりますが、教職員は昼休みも給食指導や清

掃指導があるので、子どもが下校した午後３時３５分から４時２０分までの４５分間を休憩時間としてい

ます。苦肉の策です。週休二日制の意義は、修養（自主

的に勉強する）の土曜日、休養（完全オフ）の日曜日で

す。土日は尐年団活動が盛んに行われています。尐年団

活動の主体は団員の保護者なので、指導している教員は

団に依頼されたボランティアとして協力しています。人

事異動によって指導に協力できる教員がいなくなるこ

とは多々あります。教職員の異動は法令で４～７年と決

められています。様々な学校を経験することが教員最大

の研修だからです。管理職は退職校長との関わり（穴埋

め玉突き）で、一般教員よりも短い期間で異動します。

本校では毎年約１０人ずつ児童数が減尐しています。普

通学級児童数が１００人以下になると、教員定数が１人

減ります。特別な役割を担う教員を加配教員と言い、本校に５人（兼務２人）配置されているのはご存じ

と思います。ただし、期間が決まっているため、毎年配置されるとは限りません。ときわ学級も教員定数

が決まっていて、現在の内訳は知的２学級で２人、情緒１学級で１人、特別支援学級が複数あるのでプラ

ス１人、在籍児童数７名以上なのでさらにプラス１人、合計５人が配置されています。 

他にも暴風雨の時は廊下の窓の隙間から雨水が浸入するとか、使用していない煙突付近がカモメの巣に

なっているとか、中央玄関の花壇はよむよむママさん隊が手入れをしてくれていたとか（感謝申し上げま

す）、文科省が導入を推奨しているデジタル教科書をすでに活用しているとか、外部講師や指導主事・指

導主幹・教育委員はほぼ毎週来校するなどの「標津小あるある」があります。 

このように学校制度・教員制度についての知識があると、納得いただける事案が増え、学校の敷居が低

くなると思います。地域教育の中心機関になるために、皆さんに学校のことをもっと知っていただき、協

力・協働して子どもの健全育成を進めたいと考えております。 

なお、学校教育アンケートは今年も記名方式です。正確な情報が公教育に必要なためです。責任あるご

意見には適切に対応させていただきますので、ご回答よろしくお願い申し上げます。 

 

★★★ふるさと学習★★★ 
本校では地域の特性を生かした『ふるさと学習』を

総合的な学習の時間に位置付けています。 

１０月２６日（水）、５年生が忠類川でシロザケの

遡上を見学しました。サーモン科学館のスタッフの

方々の指導の下、サケの自然産卵や自然の摂理につい

て学ぶことができました。 

本校の「サケ学習」は、サーモン科学館の全面的な

協力の下、学年ごとに系統的な取組をおこなっていま

す。オホーツク海や標津川といった雄大な自然、サケ

という魚の特徴、サケの一生について体験を交えて学

ぶことで、命の尊さや自然の奥深さについて学習を深

めています。そして、さらにはふるさと標津に対する

思いや未来の標津を創造する力を培うことを期待しています。 

１１月１５日（火）には、６年生がサーモン科学館で「サケの人工授精」を体験しました。また、サケ

の解剖の学習では、学芸員・市村政樹さんがサケのエラや心臓・肝臓・腸など内臓を切り取りながら丁寧

な解説を加え、サケの体の構造について詳しく教えてくれました。この人工授精で孵化した稚魚は、来年

の春に３年生が標津川に放流します。 

 

★★★標津町造形まつり★★★ 
標津町生涯学習センター「あすぱる」を会場に「第４

６回標津町造形まつり」が１１月８日（火）～１７日（木）

の期間で開催されました。標津町内各園、学校の作品を

展示・鑑賞することにより、子どもたちの創意意欲を高

めるとともに、作品を交流することから感性を磨こうと

する態度を育てることをねらいとして、標津町教育研究

所が主催しているものです。全体で約７５０点の作品が

展示されていました。 

本校の児童は、版画や工作を出品しました。会場を訪

れた子どもたちは、様々な作品に出会い、熱心に干渉し

ていました。 



★★★６年生薬物乱用防止教室★★★ 
薬物に対する正しい知識を身に付けさせるとともに、「薬物乱用

は絶対にしない」という強い意志をもたせることを目的に、６年

生を対象とした「薬物乱用防止教室」を開催しました。講師は中

標津警察署生活安全課の大森係長です。薬物の乱用に係る実際に

あった事例や事件、事故についても紹介していただき、薬物の危

険性について知見を深めるとともに、薬物乱用に適切に対応でき

る意志決定や行動選択について学びました。 
 

★★★不登校に係る相談窓口★★★ 

標津町教育委員会を通じて、「不登校に係る相談窓口」についての情報がございましたのでお知らせい

たします。 

 

★★★しべつっ子家庭教育１０ヶ条★★★ 
 

 

 

 

 

平成２８年１２月の行事予定から 
日 曜 行          事 日 曜 行          事 

1 木 
フッ化物洗口 巡回指導（体育） 
授業改善推進チーム（~2 日） 
6 年租税教室 

17 土 
週休日 
すごしやすい学校づくり子ども会議 

2 金 6 年喫煙防止教室 18 日 週休日 

3 土 
週休日 
子ども体力測定会 

19 月 
ALT 授業改善推進チーム（21 日） 
清掃強化週間（~22 日） 

4 日 
標津町PTA連合会親子わいわいランド 
週休日 

20 火 
6 年理科出前授業 
巡回指導（体育） 

5 月 ALT 21 水 よむよむママさん隊（1,3,6 年） 

6 火 
きらり☆タイム 委員会 
巡回指導（体育） 1 年保幼小交流 

22 木 
2 学期終業式 学期末大掃除 
フッ化物洗口 

7 水 
参観日（道徳公開） 給食試食会 
よむよむママさん隊（1,3,4 年） 

23 金 
冬期休業開始（～1 月 15 日） 
天皇誕生日 

8 木 
フッ化物洗口 
巡回指導（体育） 

24 土 週休日 

9 金 通常日課 25 日 週休日 

10 土 週休日 26 月 
 

11 日 
週休日 
秋季町民卓球大会 

27 火  

12 月 職員会議 28 水  

13 火 
全校朝会 巡回指導（体育） 
授業改善推進チーム（~16 日） 

29 木  

14 水 よむよむママさん隊（1,2,5 年） 30 金  

15 木 
フッ化物洗口 
巡回指導（体育） 

31 土  

16 金 通常日課    
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標津町 PTA連合会主催「親子わいわいランド」に申し込まれた皆様へ 
日 時 １２月４日（日）  受付開始：８:４５（体育館）  開会式：９:００  終了予定：１２:４０ 

★会場：標津小学校 体育館・家庭科室・音楽室  

★児童の皆さんは、自分の学年のくつ箱がある玄関から入り体育館へ。 

★駐車場がせまいので、図書館、文化ホール、恵盟寮等の駐車場をご利用下さい。 

★エプロン・バンダナ・手拭タオルを忘れないようにしてください。 
 

登下校の安全確認をお願いします。 
寒暖の変化が大きくなる季節を向かえ、歩道や学校周辺などでは路面凍結によりたいへんすべりやす

い状況となっています。足元には十分気をつけるようご家庭でも話題にして下さい。 

〇 子ども相談支援センター 

●電話相談 

０１２０－３８８２－５６  （無料、毎日 24時間対応） 

●メール相談 

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp ※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

●来所相談 （10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。） 

①子ども相談支援センター 

相談場所：札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館 

※上記電話相談の電話番号で、予約の案内をしています。 

②北海道立教育研究所 

相談場所：江別市文京台東町 42番地 

※予約電話番号：０１１－３８６－４５２０  

〇 根室教育局の教育相談電話 

●教育相談電話 

  ０１５３－２３－２７１５ （月曜日から金曜日 8:45～17:30） 

〇 管内で不登校に係る相談ができる窓口等 

◎北海道釧路児童相談所 

  ０１５４－９２－３７１７ （月曜日から金曜日 8:45～17:30） 

◎あくせす根室 

  ０１５３－３１－３１７８ （２４時間電話対応） 

◎標津町教育委員会 

 相談電話 ０１５３－８２－３５８８ （月曜日から金曜日 8:45～17:00） 

 教育相談フリーダイアル ０１２０－１９６８７４ 

 管 理 課 ０１５３－８２－３１１０  ※来所相談も受け付けています。 



 


